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※４ 学校関係者評価として、Ａ（十分に達成できている）、Ｂ（概ね達成できている）、Ｃ（あまり達成できていない）、Ｄ（全く達成できていない）で評価する。

A

〇児童は明るく元気で学習活動や学校行事に活発に取り組む。
〇長年に渡る健康教育の伝統を受け継いだ活動が盛んで、保護者・地域・児童の
健康に対する意識が高い。
〇育友会と学校、地域と学校が連携し、児童の健全育成やふるさと教育に努めて
いる。保護者・地域の学校教育活動への協力や支援が厚い。
●人権意識を基盤とした人間関係をつくる力（言葉づかいや思いやりのある行動）
が課題である。
●表現力（話し合う力・説明する力）が課題である。
●不規則なメディア使用や不規則な生活習慣が課題の児童も見られる。
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④

　長崎県・雲仙市の教育方針を受け、児童や家庭・地域の実態を踏ま
え、神代小学校の健康教育等を柱として、知・徳・体の調和のとれた、心
豊かな人間性や自ら学び自ら考える力などの「生きる力」を備えた児童を
家庭・地域・関係機関と連携、協働し育成する。そのため教育に携わる
者は、その自覚と高い指導力を身に付け、人権尊重の精神に立った教
育を推進する。
～連携・協働の始まりは、「私たちの子ども」「私たちの学校」「私たちの
地域」の思いから～
【学校教育活動の改善と充実】　　　　【安全・安心な学校づくりの推進】
◎健康教育の推進　　　　　　　　　　　◎生徒指導の基本の徹底
◎学力向上に向けた取組の充実　   ◎いじめ根絶に向けた取組の強化
◎道徳教育の推進　　　　　　　　　　　◎心の教育と教育相談体制の充実
◎特別活動の充実　　　　　　　　　　　◎安全教育の推進
◎特別支援教育の推進　　　　　　　　【働き方改革の推進】
◎各種教育の推進　　　　　　　　　　　◎教職員の資質向上　◎服務規律の確保
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎働き方の意識化と業務改善
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎地域に根ざした学校
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〇学校教育活動の改善と充実を６つの項目を柱とし
て推進した。健康教育の推進、道徳教育の推進、特
別活動の充実、特別支援教育の推進、各種教育の
推進に関しては、指標は達成し、学校教育活動の改
善と推進を図ることができた。学力向上に向けた取
組に関して課題がある。
・児童、家庭、地域、学校三師、学校の協力・連携に
より健康増進を図ることができ、県や学校保健会の
表彰を受けた。虫歯保有率は低く、一体となった取組
の成果である。各地区で保健委員が活動を牽引し、
地区保健発表会資料作成は児童が行うなど、児童、
保護者、地域の主体となり、成果につながっている。
しかし、ゲームやSNS等の利用の仕方が生活習慣の
乱れにつながり、ひいては学校生活への影響を与え
かねない状況とならないよう、学校と家庭が連携して
指導していくことが課題である。
・雲仙市学力調査においては、国語科、算数科共
に、４～６年生は市・全国平均以上の得点率を達成
したが、２、３年生は達成できなかった。各学年で１年
間の学習指導の成果が表れたが、課題も明らかと
なった。間違えた問題は、類似問題等を活用して、３
月末までに復習を行い、定着を図る。学力の定着に
は個人差も大きく、一人一人に対応した個別最適な
学習支援をさらに進める必要がある。
・ふるさとに学ぶ学習活動を全学年で実施した。家
庭、地域のご協力のもと、ふるさとの人・もの・ことに
ついて学び、着実にふるさとへの愛着を深めることが
できている。次年度も引き続き推進していく。

学校・家庭・地域の連携強化
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★ ①

教職員の資質向上

〇

③

〇職員評価が高いことはいい環境づくりができている
ことでありすばらしい。
〇若手職員の育成において、授業参観や研究授業で
の助言など焦点化した指導が必要である。全職員で
若手職員の授業力の向上を図ってほしい。
〇本校の職場は、職員間の連携や協力がよく、働きや
すい環境になっていると感じる。「チーム神代小」一丸
となって「教職員の不祥事０」をこれからも実践してほ
しい。
〇「ふるさと神代」に学ぶ教育活動は、地域の人・も
の・ことを十分生かした本校の特色となっている。これ
からもふるさとを愛し、ふるさとを大切にする子どもの
育成を目指してがんばってほしい。
〇今、先生方に求められているICT機器を使いこなす
スキルは高度なものだと思われます。しかし、時代に
即した知識を身に付けることで、自身の時間の有効活
用や子どもたちの情報教育に生かすことができる。資
質の向上に継続して取り組んでほしい。
〇学校運営協議会では、毎回映像や資料等たくさん
準備し、詳しく丁寧な説明であった。また、委員からの
質問にも明快な説明があり、有意義な協議会であっ
た。

〇働き方改革の推進を４つの項目を柱として取り組
んだ。どの項目も指標を達成し、働き方改革の推進
に努めた。
・教職員の資質向上では、人事評価面談を各職員の
資質向上につながる場となるよう活用した。また管理
職による授業参観、助言・指導を通して授業力向上
を図った。
・服務規律確保は各職員に自分事の問題であること
ととらえさせるため、管理職による研修、通知文を基
にした指導を重ねた。また、服務規律強化月間（年３
回）では、職員のアイデアを生かした取組も行い、絶
対に不祥事を起こさない当事者意識の醸成を図り、
不祥事０を達成した。引き続き取り組む。
・働きやすい職場づくりのために、休暇が取りやすい
体制づくりを行った。時短勤務には時間割の編成で
対応し、休暇や年休取得者の代教については他の
職員で協力して行った。平均年休取得日数は16.8日
であった。また、職員間の協力・協働体制ができてい
ること、職員室の明るく楽しい雰囲気も働きやすさに
つながっている。
・学校通信、学級通信、学校ホームページ、安心メー
ル等で随時発信し、情報を公開している。また、保護
者への電話連絡等も積極的に行い、学校教育活動
への理解と協力を得ることができている。
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働きやすい職場づくり

◎

〇いじめを隠さず保護者にも公表しながら対応してい
るところがすばらしい。
〇言葉づかいが一番の課題だと考える。人間関係、
上下関係でいじめや暴力などにつながることも考えら
れるので、指導を継続してほしい。
〇保護者アンケートの中で、「子どもは楽しく登校して
いる。」の評価が高いことがすばらしい。
〇生活指導主任を中心として、全職員の連携・協力し
た体制ができているので、いじめの早期解決や未然
防止などにつながっていると感じる。今後も「いじめを
見逃さない」という強い意志をもって取り組んでほし
い。
〇心の育成の上で、３つのあ（あいさつ・返事、後片付
け、相手への思いやりの言葉）などはとても大切なこと
なので、子ども達に根気強く指導してほしい。（家庭で
の親子の言葉づかいの改善も必要）
〇いじめ根絶に向けた取組については、アンケート調
査等を実施して、先生、児童、保護者で意識を共有し
て早期に芽を摘むことが行われている。学年が上がっ
てくると、一人一人の対人関係が見えないところで変
わったりするので、見逃さないように些細なことに注意
を払ってほしい。
〇学校に有識者の方に来ていただいて講演を聞いた
り、演奏をしていただいたり、また地域に出向いて話を
聞いたりする学習はとても大切なことである。これから
も継続してほしい。
〇授業の中での生徒指導に力を入れている。児童の
心理的安全性を更に高め、いじめ根絶に向けた取組
を今後も充実させてほしい。

〇安全・安心な学校づくりの推進を４つの項目
を柱として取り組んだ。各項目指標は達成し、
安全・安心な学校づくりを推進できた。しかし、
人権意識を基盤とした人間関係をつくる力（言
葉づかいや思いやりのある行動）に関してはま
だまだ課題があり、いじめへつながるものであ
る。今年度の取組を継続・強化し、児童にとっ
てより安全で安心できる学校づくりを進めてい
く。
・学級経営の元になる授業の中での生徒指導
に力を入れて取り組んだ。①自分のよさがわか
り、生き生きと学習しているか②友達の発言に
共感しながら学んでいるか③調べる方法や予
想などの自己決定の場を設定しているか④失
敗を笑われない、しっかり聞いてもらえる土壌
であるかの４つの視点を教師が日々振り返りな
がら児童の心理的安全性が保たれるよう努
め、人権意識の醸成を図った。
・いじめアンケートや心のアンケートと教師の観
察を継続し、児童の様子の変化を見逃さず早
期発見・早期対応に努めた。保護者への連
絡、相談対応にも組織的に対応し、職員間の
連携を図った。保護者と指導・支援の方向性を
一致させいじめ解消へつなげている。
・教育活動および学校施設内で起こりうる危機
について再確認し、安全管理マニュアルの整
備を進めた。特に保健分野では２回（職員研修
と育友会主体の研修）を実施し、対応の仕方を
訓練し、共通理解した。
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安全教育の推進
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心の教育と相談体制の充実

〇

★ ②

いじめ根絶に向けた取組の充実

〇

各種教育の推進
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★ ①

生徒指導の基本の徹底

〇

⑤

特別支援教育の推進

◎

③

道徳教育の推進

〇学年全体の学力向上はとても難しいことであるが、しっか
りできていることがすばらしい。道徳教育の推進が「いじめ根
絶」につながると思うので、取り組み続けてほしい。
〇ゲーム等の利用により生活習慣、学校生活の乱れにつな
がる（姿勢の悪さ、眠気、集中力の低下）ので、学校保健委
員会の活動に取り入れることはよいことである。
〇保護者アンケートでは、読書に関する評価が低い。育友会
と協力し、家庭での宿題や読書を含めて家庭学習の習慣化
を図ってほしい。メディアの課題はどこの学校でも問題になっ
ている。スマホやゲームなど、家庭でのルールづくりを行い、
しっかり守るように学校保健委員会などで取り組んでほしい。
〇学力調査の結果をもとに、理解力が不十分だった点に力
を入れ、個に応じた指導や日々の授業を工夫して、確実に子
どもたちに身に付けさせてほしい。（ほめて伸ばす教育を）
〇神代小学校における健康教育は伝統があり、県下でもトッ
プクラスの取組が行われている。我々卒業生にとって誇りで
ある。今でも以前より引き続き学校保健委員会が年６回行わ
れて、学校・家庭・地域・校医の方が協力してすばらしい成果
を上げている。そのことによって、正しい生活習慣が定着して
健全な身心が養われ、６年生全員がパール賞を受賞するこ
とができたと考える。
〇４～６年生の市学力調査の結果は、全国・県の平均を上
回っている。特に５年生の前年度からの著しい伸びは先生方
の熱心な指導の賜物である。最高学年での活躍が楽しみで
ある。２、３年生は個人差が大きいと思われるので、一人一
人に合った対応が求められる。個性を伸ばしていく指導を望
む。
〇学力向上に向けて、タブレット端末を活用した意欲付け等
に取り組んでいるが、現代の教育の課題として、考える力を
養う（思考力の向上）ことがある。アナログ的ではあるが、漢
字などの読み書きの習得には何度も書いて覚えることが一
番に身に付く方法だと思う。学習方法の工夫をさらに進めて
ほしい。
〇神代小と言えば伝統ある健康教育を推進している学校と
言われるほど、県下のみならず全国的にも知られている学校
である。これからも学校、保護者、地域が一体となった健康
教育の推進を期待する。６年生全員のパール賞は見事であ
る。
〇年間を通して、蹴画的に地域や様々な分野の専門家を招
いての教育活動が展開されている。教育活動の改善と充実
が推進されてることが分かる。

○

④

特別活動の充実

★ ①

健康教育の推進

◎

★ ②

学力向上に向けた取組の充実

〇
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令和７年度　学校評価（学校関係者評価）報告書

雲仙市立神代小学校
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健康で心豊かに進んで学ぶ子どもの育成
つながって「みんなで育てよう！神代の子ども」

自己評価

達成度
意見・助言等成　果　又は　課　題


